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は
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右
は
今
治
藩
家
老
を
務
め
た
江
嶋
為
信
（
一
六
三
五
─
一
六
九
五
）
の
漢
詩

で
あ
る
。
新
田
義
貞
の
弟
で
、
自
身
も
『
太
平
記
』
に
登
場
す
る
脇
屋
義
助

（
一
三
○
一
─
一
三
四
二
）
の
来
歴
を
語
っ
た
『
脇
屋
義
助
卿
縁
起１
』
の
末
尾

に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
義
助
の
墓
を
詣
で
た
際
、
そ
の
荒
れ
果
て
た
様
を
目

に
し
て
の
嘆
き
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
為
信
は
こ
の
よ
う
な
詩
、
そ
し
て

縁
起
を
作
成
し
た
の
か
。
確
か
に
『
太
平
記
』
で
も
記
さ
れ
る
通
り
、
義
助

が
亡
く
な
る
地
は
為
信
の
い
た
今
治
で
あ
る
か
ら
無
関
係
で
は
な
い
し
、
地

元
に
纏
わ
る
過
去
の
英
雄
を
称
揚
す
る
試
み
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
と
は
思
う
が
、
た
だ
し
そ
の
際
に
も
作
成
に
関
与
し
た
個
々
人
の
志
向

は
働
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
同
縁
起
に
お
け
る
為
信
の
志
向

性
を
探
り
、
そ
の
成
果
を
以
て
今
治
（
伊
予
）
と
い
う
地
方
小
国
で
の
『
太

平
記
』
享
受
、
な
ら
び
に
学
問
状
況
の
様
相
の
一
端
を
窺
う
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
今
治
に
と
っ
て
の
江
嶋
為
信
と
そ
の
学
問

　

元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
、眼
の
病
に
よ
り
御
用
人
役
を
は
ず
れ
た
為
信
は
、

今
治
国
分
寺
前
に
祀
ら
れ
た
脇
屋
義
助
公
墓
を
整
備
、
玉
垣
・
石
燈
籠
を
建

て
、
脇
屋
義
助
の
伝
記
を
著
し
て
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。『
脇
屋
義
助

卿
縁
起
』
は
そ
の
時
奉
納
さ
れ
た
縁
起
の
下
書
き
段
階
に
当
た
る
も
の
と
の

こ
と
で２
、
現
在
は
江
嶋
文
書
の
括
り
で
愛
媛
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
。
こ

の
テ
ク
ス
ト
に
注
目
し
た
い
理
由
と
し
て
は
、
本
縁
起
が
伊
予
と
い
う
中
央

か
ら
離
れ
た
地
で
の
『
太
平
記
』
享
受
の
様
相
を
知
れ
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る

点
が
大
き
い
。
近
世
期
の
出
版
ブ
ー
ム
の
中
、『
太
平
記
』
も
版
を
重
ね
て

広
く
世
に
浸
透
し
て
い
く
が
、
そ
れ
と
同
時
に
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』

（
以
下
『
理
尽
鈔
』、
元
和
八
〈
一
六
二
二
〉
年
成
立
か
）、『
太
平
記
鈔
』（
慶
長
十

五
〈
一
六
一
○
〉
年
成
立
・
刊
）、『
太
平
記
大
全
』（
万
治
二
〈
一
六
五
九
〉
年
刊
）、

『
太
平
記
綱
目
』（
寛
文
八
〈
一
六
六
八
〉
年
刊
）
と
い
っ
た
評
判
書
や
注
釈
書

　

江
嶋
為
信
の
学
問
の
一
齣
と
し
て
の
『
太
平
記
』
受
容

─
─ 『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』
の
成
立 

─
─

田
　
中
　
尚
　
子
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な
ど
『
太
平
記
』
派
生
の
テ
ク
ス
ト
群
も
数
多
く
生
ま
れ
、
時
に
原
典
以
上

の
影
響
力
を
備
え
た
も
の
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
改

め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う３
。

　

こ
の
、
直
接
・
間
接
の
二
層
で
展
開
さ
れ
る
近
世
期
の
『
太
平
記
』
享
受

の
在
り
方
を
想
定
し
つ
つ
『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』
を
読
む
に
、「
天
皇
雖

p

モ

噛p

ミ
タ
マ
フ
ト

臍
ヲ

無p

シ

益
矣
、
于p

茲
楠
正
行
ノ

家
臣
恩
地
左
親
衛
微
服
潜
行
シ
テ

竊

カ
ニ

奉w

ジ
テ

天
皇q

ヲ

以w

テ

南
山
吉
野q
ヲ

為w

ス

皇
居q

ト

」
と
い
う
一
節
が
目
に
留
ま
る
。

幽
閉
地
の
花
山
院
か
ら
吉
野
へ
と
後
醍
醐
が
遷
る
際
に
そ
の
手
引
き
を
し
た

者
と
し
て
、
楠
正
行
の
家
臣
恩
地
左
新
衛
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
恩
地
左
近
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、こ
の
恩
地
左
近
と
は
、『
太

平
記
』
に
は
そ
の
名
が
確
認
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
理
尽
鈔
』
で

は
言
及
さ
れ
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
名
を
冠
し
た
『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』

ま
で
作
成
さ
れ
る
な
ど
、
近
世
期
の
『
太
平
記
』
享
受
の
中
で
そ
の
存
在
感

が
増
す
人
物
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
今
井
正
之
助
氏
や
加
美
宏
氏

な
ど
が
つ
と
に
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が４
、
そ
の
人
物
へ
の
言
及
が
あ
る
こ

と
か
ら
し
て
も
、
本
縁
起
が
い
わ
ゆ
る
〝
近
世
期
に
お
け
る
『
太
平
記
』
享

受
〟
の
範
疇
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
為
信
に
は
こ
の
縁
起
を
書
く
以
前
に
『
太
平
記
』
に
関
連
す
る

作
品
を
手
が
け
た
経
験
が
あ
る
。
こ
こ
で
為
信
の
経
歴
を
簡
単
に
確
認
し
て

お
く
に５
、
日
向
国
飫
肥
藩
の
出
で
、
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
に
郷
里
を
離
れ
、

三
都
を
廻
る
中
で
仮
名
草
子
『
身
の
鏡
』（
万
治
二
〈
一
六
五
九
〉
年
刊
）
と
『
理

非
鑑
』（
寛
文
四
〈
一
六
六
四
〉
年
刊
）、
軍
書
『
古
今
軍
理
問
答
』（
寛
文
五
〈
一

六
六
五
〉
年
刊
）
と
『
闕
疑
兵
庫
記
』（
寛
文
七
〈
一
六
六
七
〉
年
刊
）
を
執
筆
、

そ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
る
形
で
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
三
十
四
歳
の
時
、
伊

予
国
今
治
藩
主
松
平
定
房
（
一
六
○
四
─
一
六
七
六
）
に
召
し
出
さ
れ
、
以
降
、

馬
廻
り
役
か
ら
累
進
し
て
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
家
老
の
地
位
に
ま
で

上
り
詰
め
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
六
十
一
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
今
治

藩
に
尽
く
し
た
と
い
う６
。
ま
た
、「
松
風
軒
山
水
」
の
号
で
延
宝
七
（
一
六
七

九
）
年
に
は
西
山
宗
因
の
批
点
を
得
た
『
山
水
十
百
韻
』
を
刊
行
す
る
な
ど

俳
諧
の
領
域
で
は
仕
官
後
も
活
躍
し
て
お
り
、
役
人
と
文
芸
活
動
の
両
面
で

評
価
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
先
に
挙
げ

た
作
品
の
中
に
こ
そ
『
太
平
記
』
に
纏
わ
る
内
容
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
つ
ま
り
は
『
太
平
記
』
に
関
す
る
相
応
の
知
識
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
関

連
す
る
作
品
を
残
し
て
い
た
為
信
が
、
二
十
年
近
く
の
歳
月
を
経
て
再
度

『
太
平
記
』
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』
を
作
成
し
た
こ

と
に
な
る
。

　
『
太
平
記
』
享
受
の
一
環
と
し
て
伊
予
と
い
う
地
方
小
国
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
が
作
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
〝
地
方
〟
と
い

う
枠
組
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
学
問
の
様
相
を
把
捉
す
る
上
で
重

視
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』
同
様
、

伊
予
の
地
で
作
成
さ
れ
た
『
歯
長
寺
縁
起
』
を
例
に
挙
げ
、
こ
の
点
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
愛
媛
県
西
予
市
宇
和
町
に
存
す
る
天
台
宗
の
寺

院
、
歯
長
寺
の
由
緒
を
語
る
同
縁
起
は
、
後
に
同
寺
住
持
と
な
る
寂
證
が
元

弘
三
（
一
三
三
三
）
年
、
十
三
歳
の
時
に
上
洛
し
た
体
験
を
は
じ
め
、
自
ら

が
見
聞
き
し
た
南
北
朝
動
乱
の
様
を
歯
長
寺
の
動
向
に
関
連
付
け
て
語
っ
て

お
り
、
巻
末
の
記
載
を
信
ず
れ
ば
、
至
徳
三
（
一
三
八
六
）
年
十
一
月
八
日
、

六
十
七
歳
の
時
に
筆
録
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
南
北
朝
の
動
乱
に
関

す
る
叙
述
が
縁
起
の
大
半
を
占
め
る
構
成
の
中
で７
、
歯
長
寺
も
し
く
は
そ
の
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本
寺
に
当
た
る
法
勝
寺
が
い
か
に
後
醍
醐
に
助
力
し
、
元
弘
・
建
武
の
変
を

終
結
さ
せ
た
か
が
強
調
さ
れ
、『
太
平
記
』
と
は
異
な
る
〝
歴
史
〟
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る８
。
そ
れ
こ
そ
『
太
平
記
』
─
─
特
に
元
弘
の
変
の
段
階

─
─
で
は
そ
こ
ま
で
四
国
に
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
と
は
対
照
的

に
、
歯
長
寺
、
そ
し
て
そ
の
本
寺
で
あ
る
法
勝
寺
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
後

醍
醐
の
復
権
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
の
理
解
で
話
を
進
め
て
い
く
『
歯
長
寺
縁

起
』
は
、
ま
さ
に
歯
長
寺
、
ひ
い
て
は
伊
予
の
地
の
権
威
付
け
の
た
め
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
地
方
に
お
い
て
は
自
ら
の
地
に
纏
わ

る
人
物
で
あ
っ
た
り
出
来
事
で
あ
っ
た
り
を
拠
り
所
と
し
て
、
そ
の
地
の
価

値
を
高
め
、
権
威
付
け
を
図
る
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
以
て
中
央
に
対
す

る
自
身
の
存
在
意
義
を
確
立
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る９
。

　

地
域
・
地
方
に
お
け
る
『
太
平
記
』
享
受
、
学
問
事
情
の
投
影
と
い
っ
た

観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』
も
『
歯
長
寺
縁
起
』
と
軌
を
一

に
し
た
テ
ク
ス
ト
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』

で
は
、
義
助
が
当
地
で
最
期
を
迎
え
る
と
い
う
、『
太
平
記
』
に
も
記
さ
れ

る
〝
事
実
〟
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
『
歯

長
寺
縁
起
』
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
違
い
が
ど
の

よ
う
に
作
品
に
反
映
さ
れ
て
く
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
い
っ
た

伊
予
で
作
成
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
群
の
分
析
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
将

来
的
に
は
伊
予
と
い
う
地
方
小
国
で
の
『
太
平
記
』
の
受
容
と
変
容
の
在
り

方
、
さ
ら
に
は
学
問
の
有
り
様
の
全
容
把
捉
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
す
る
。

二
、『
太
平
記
』
の
抄
出
と
し
て
の
『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』

　
『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』（
以
下
、『
縁
起
』）
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
、
ま
ず
は
そ
れ
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。
そ
の
あ

ら
ま
し
を
七
つ
の
パ
ー
ト
に
分
類
す
れ
ばＡ
、
以
下
の
如
く
と
な
る
。

　

①
義
助
の
出
自
、
頼
朝
挙
兵
か
ら
北
条
氏
へ
の
流
れ
、
高
時
の
代
で
の
世

の
乱
れ
（
219
字
）

　

②
新
田
挙
兵
、
鎌
倉
攻
撃
、
北
条
氏
の
滅
亡
（
331
字
）

　

③
足
利
謀
叛
、
箱
根
・
竹
下
の
戦
い
、
新
田
軍
京
へ
の
撤
退
（
241
字
）

　

④
後
醍
醐
比
叡
山
臨
幸
、
足
利
九
州
落
か
ら
の
再
度
の
侵
攻
、
正
成
湊
川

の
戦
い
で
敗
死
、
後
醍
醐
花
山
院
に
幽
閉
さ
る
（
238
字
）

　

⑤
後
醍
醐
吉
野
へ
、
新
田
北
国
平
定
へ
向
か
う
も
義
貞
敗
死
、
義
助
善
戦

す
る
も
堪
え
き
れ
ず
吉
野
へ
（
168
字
）

　

⑥
義
助
忠
義
を
認
め
ら
れ
昇
進
、
伊
予
か
ら
の
要
請
を
受
け
今
治
へ
、
威

勢
を
振
る
う
も
病
死
（
203
字
、
内
割
注
10
字
）

　

⑦
為
信
、
義
助
の
墓
を
訪
れ
、
そ
の
荒
れ
た
様
を
嘆
き
、
漢
詩
を
作
成
す

る
（
115
字
）

　

愛
媛
大
学
図
書
館
の
解
説
で
も
『
太
平
記
』
か
ら
知
識
を
得
て
作
成
さ
れ

た
と
し
て
い
る
が
、
確
か
に
①
～
⑥
ま
で
の
大
筋
は
『
太
平
記
』
と
重
な
る
。

と
は
い
え
、『
太
平
記
』
冒
頭
か
ら
巻
二
十
二
に
ま
で
及
ぶ
内
容
を
わ
ず
か

八
十
二
行Ｂ
に
収
め
る
か
ら
に
は
抄
出
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
に
際
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
義
助
、
そ
し
て
そ
の
一
族
に
と
っ
て

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
内
容
を
削
除
、
も
し
く
は
簡
略
化
と
い
う
方

法
が
取
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
②
で
の
新
田
が
鎌
倉
ま
で
侵
攻
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。『
縁

起
』
で
は
新
田
に
加
勢
す
る
者
が
増
え
て
い
く
様
を
「
其
ノ

忠
肝
義
膽
衆
皆

感
心
ス

、
不p
移p
サ

時
ヲ

發p

ス

兵
ヲ

、
僅
ニ

百
五
十
騎
向w

鎌
倉q

ニ

揚p

グ

鞭
ヲ

也
、
八
刕
ノ
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之
士
不p

ル
ニ

招
カ

集
リ

不p

ル
ニ

告
ゲ

来
ル

、
其
ノ

勢
ヒ

如p

ク

竜
ノ

如p

ク

虎
ノ

如p

ク

熊
ノ

如p

シ

羆
ノ

」

と
記
し
、
新
田
の
動
き
を
知
っ
て
慌
て
た
北
条
高
時
が
弟
の
惠
性
を
派
遣
、

分
倍
河
原
と
関
戸
の
合
戦
を
経
て
惠
性
が
敗
走
す
る
と
い
う
流
れ
と
な
っ
て

い
る
（「
高
時
周
章
シ
テ

以w

テ

舎
弟
惠
性q

ヲ

為w

シ

大
将
軍q

ト

、
攴w

ヘ
テ

分
倍
・
関
戸q

ニ

挑
戦
ス

、
血

流
レ
テ

波p

タ
ツ

道
ニ

、
新
田
・
脇
屋
多
ク

斬w

リ
ク

其
ノ

渠
魁q

ヲ

大
イ
ニ

窘p

メ
シ
ム

之
ヲ

、
惠
性
失w

ヒ

防
禦
ノ

之

術q

ヲ

逃
亡
ス

矣
」）。
確
か
に
こ
の
直
後
に
、「
然
レ
ド
モ

鎌
倉
ノ

金
湯
堅
甲
利
兵
容
易

ニ

不w

敗
績q

セ

」
と
い
う
文
言
も
添
え
ら
れ
て
い
て
、
鎌
倉
側
の
粘
り
の
前
で

は
新
田
側
も
容
易
に
は
勝
て
ず
鎌
倉
ま
で
の
道
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
と
の

文
脈
は
一
応
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、「
鎌
倉
勢
先
究
竟
ノ
射
手
三
千
人
ヲ

勝
テ
面
ニ
進
メ
、
雨
ノ
降
如
散
々
ニ
射
サ
セ
ケ
ル
間
、
源
氏
射
タ
テ
ラ
レ
テ

駈
ヱ
ズ
。（
中
略
）
義
貞
遂
ニ
打
負
テ
堀
金
ヲ
指
テ
引
退
ク
。
其
勢
若
干
被

p

討
痛
手
ヲ
負
者
数
ヲ
不p

知
」（
巻
十
「
新
田
義
貞
謀
叛
事
付
天
狗
催
越
後
勢
事
」）

と
、
分
倍
河
原
で
惨
敗
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
『
太
平
記
』
の
如
き
表
現
は

出
て
こ
な
い
。
③
～
⑤
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
各
合
戦
に
お
い
て
も
同
様
の
処

理
が
な
さ
れ
て
い
て
、
や
は
り
こ
れ
は
『
太
平
記
』
で
記
さ
れ
た
新
田
の
敗

戦
や
不
利
な
叙
述
は
、
義
助
を
主
人
公
と
し
た
『
縁
起
』
に
お
い
て
は
好
ま

し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
が
故
に
違
い
な
い
。

　

合
戦
場
面
の
み
な
ら
ず
、
⑥
内
の
昇
進
記
事
に
お
い
て
も
同
様
の
志
向
が

働
く
。『
太
平
記
』
で
は
「
此
五
六
年
ガ
間
ノ
北
征
ノ
忠
功
、
異p

他
由
ヲ
感

ジ
被p

仰
テ
、
更
ニ
敗
北
ノ
無
念
ナ
ル
事
ヲ
バ
不p

被w

仰
出a

其
命
無p

恙
シ

テ
今
此
ニ
来
ル
事
、
君
臣
水
魚
ノ
忠
徳
再
可p

露
故
也
」（
巻
二
十
二
「
義
助
被

参
芳
野
事
并
隆
資
卿
物
語
事
」）
と
、
後
村
上
が
北
国
で
の
新
田
の
戦
い
を
敗
北

と
見
な
し
て
無
念
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
の
だ
が
、『
縁
起
』
で
は
「
主
上

召w

シ

義
助q

ヲ

、
感w

ジ
タ
マ
ヒ
テ

多
年
ノ

忠
烈q

ヲ

無w

シ

北
征
無
功
ノ

之
勅q

ヲ

、
且
ツ

進w

ゼ
タ
ル

官
位

一
級q

ヲ

」
と
し
て
、
後
村
上
が
新
田
を
批
判
し
て
い
な
い
。
新
田
、
中
で
も

義
助
の
忠
義
を
前
面
に
押
し
出
し
、
失
敗
や
敗
戦
に
は
蓋
を
し
て
、
彼
ら
一

族
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
改
変
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
るＣ
。

　

逆
に
『
太
平
記
』
の
表
現
を
踏
襲
し
た
場
面
も
見
て
お
こ
う
。
⑥
内
の
一

節
を
引
用
す
る
。

而
シ
テ

後
ニ

義
助
蒙p

テ

勅
ヲ

趣w

キ

南
海q

ニ

、
從
兵
五
百
余
騎
到w

豫
刕
今
治
ノ

浦q

ニ

、
河
野
・
得
能
・
土
肥
・
高
市
・
日
吉
・
土
居
・
河
田
以
下
来
テ

慰w -

問
シ

多
日
ノ

積
欝q

ヲ

、
則
チ

僑w -

居
シ
テ

于
國
分
寺q

ニ

以
テ

振
旅
ス

、
雖w

モ

秘p

シ

之
ヲ

蔵o

ス
ト

之
ヲ

、
威
風
凛
ト々
シ
テ

以
テ

奮w

ヒ

敵
境q

ニ

、
仁
雲
蒂
ト々
シ
テ

以
テ

覆w

フ

闔

國q

ニ

、
凶
徒
恐
怖
シ
テ

未p

ダ

戦
ハ

没
落
十
二
塁
、
官
軍
得p

ル
コ
ト

力
ヲ

如w

ク

虎
ノ

靠o

ル
ガ

山
ニ

似w

タ
リ

竜
ノ

得o

ル
ニ

水
ヲ

、

　

今
治
に
到
着
し
た
義
助
の
も
と
に
四
国
の
勢
が
集
ま
り
、
そ
の
勢
が
増
し

て
い
く
様
が
描
か
れ
る
。
続
け
て
こ
れ
に
対
応
す
る
『
太
平
記
』
を
引
用
す

る
。

四
月
十
二
日
伊
予
国
今
治
浦
ニ
送
著
奉
ル
。（
中
略
）
土
居
・
得
能
・

土
肥
・
河
田
・
武
市
・
日
吉
ノ
者
共
、
多
年
ノ
宮
方
ニ
シ
テ
、
讃
岐
ノ

敵
ヲ
支
ヘ
、
西
ハ
土
佐
ノ
畑
ヲ
堺
フ
テ
居
タ
リ
ケ
レ
バ
、
大
将
下
向
ニ

弥
勢
ヒ
ヲ
得
テ
、
龍
ノ
水
ヲ
得
、
虎
ノ
山
ニ
靠
ガ
如
シ
。
其
威
漸
近
国

ニ
振
ヒ
シ
カ
バ
、
四
国
ハ
不p

及p

申
、
備
前
・
備
後
・
安
芸
・
周
防
・

乃
至
九
国
ノ
方
マ
デ
モ
、
又
大
事
出
来
ヌ
ト
云
ハ
ヌ
者
コ
ソ
無
リ
ケ

レ
。
サ
レ
バ
当
国
ノ
内
ニ
モ
、
将
軍
方
ノ
城
僅
ニ
十
余
箇
所
有
ケ
ル
モ
、

未
敵
モ
向
ハ
ヌ
先
ニ
皆
聞
落
シ
テ
ン
ゲ
レ
バ
、
今
ハ
四
国
悉
一
統
シ

テ
、
何
事
カ
可p

有
ト
憑
敷
思
ア
ヘ
リ
。（
巻
二
十
二
「
義
助
予
州
下
向
事
」）

　

確
か
に
一
字
一
句
重
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
義
助
の
元
に
集
ま
る
四
国
の
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氏
族
名
（
破
線
部
）
な
ど
に
も
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
が
、
注
目
し
た

い
の
は
傍
線
部
で
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
で
は
当
該
箇
所
を
「
力

量
の
あ
る
者
が
機
会
を
得
て
い
よ
い
よ
そ
の
力
を
あ
ら
わ
す
た
と
え
」
と
説

明
し
、
出
典
と
し
て
『
塩
鉄
論
』「
刺
復
」
と
『
孟
子
』「
尽
心
下
」
を
挙
げ

て
い
る
がＤ
、
こ
の
譬
え
が
─
─
虎
と
竜
の
順
が
逆
に
は
な
る
も
の
の
─
─

『
縁
起
』
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
偶
然
の
一
致
と
す
る
よ
り
も
『
太
平
記
』

を
参
看
し
た
結
果
と
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
く
だ
り
は
今
治
に

直
接
関
係
す
る
内
容
で
、
そ
れ
こ
そ
こ
の
直
後
に
義
助
は
亡
く
な
る
。
四
国

を
そ
こ
ま
で
意
識
し
て
い
る
と
も
思
え
な
い
『
太
平
記
』
に
あ
っ
て
、
こ
の

部
分
に
限
っ
て
は
義
助
と
伊
予
が
話
題
の
中
心
な
の
だ
か
ら
、
で
き
る
限
り

『
太
平
記
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
採
ら
れ
た
と

解
せ
よ
う
。

　

本
縁
起
に
お
け
る
『
太
平
記
』
享
受
の
在
り
方
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、

次
の
問
題
へ
と
話
を
進
め
た
い
。
そ
れ
が
本
縁
起
内
で
複
数
箇
所
確
認
さ
れ

る
漢
籍
引
用
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
『
縁
起
』
の
志
向
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
上
で
重
視
し
て
お
く
べ
き
点
と
な
る
。
そ
も
そ
も
『
太
平
記
』
自

体
が
漢
籍
を
大
量
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
、
本
節
で
引
用
し
た
箇
所
は
ま
さ
に
そ
れ
を
証

明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
は
あ
る
意
味
例
外
的
で
あ
っ
て
、
為
信

は
本
縁
起
に
中
国
故
事
を
持
ち
込
む
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
『
太
平

記
』
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
よ
り
も
、
そ
の
文
脈
に
見
合
っ
た
も
の
を
自
ら

選
ん
で
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
為
信
が
漢
籍
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

の
は
間
違
い
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
愛
媛
大
学
図
書
館
の
解
説
で
も
「
儒
教
の

引
用
や
兵
法
の
知
識
も
所
々
に
見
ら
れ
、
為
信
を
と
お
し
て
、
江
戸
時
代
の

武
士
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
で
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
」

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
所
々
に
見
ら
れ
」
る
儒
教
や
兵
法
が
具
体
的
に
は

何
を
指
す
の
か
、
そ
し
て
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
現
状
は
看
過
し
難
く
、
可
能
な
限
り
出
典
を
洗
い
出
し
て
い
く
こ
と

は
本
縁
起
の
志
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
。
よ
っ
て
次
節

か
ら
は
本
縁
起
に
用
い
ら
れ
た
中
国
故
事
の
出
典
検
討
を
行
う
。

三
、
専
諸
・
曹
沫
故
事
が
意
味
す
る
も
の

　

漢
籍
引
用
か
ら
は
、
作
者
自
身
の
漢
籍
に
関
す
る
知
識
や
関
心
の
深
さ
、

つ
ま
り
は
学
問
レ
ヴ
ェ
ル
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
本
縁
起
に
引
用

さ
れ
た
漢
籍
か
ら
は
為
信
の
学
問
志
向
が
窺
え
る
。
ま
ず
は
、
多
少
の
犠
牲

を
出
し
つ
つ
も
義
貞
・
義
助
の
働
き
で
鎌
倉
制
圧
を
成
し
遂
げ
た
新
田
勢
の

動
き
を
「
義
貞
・
義
助
、
運w

シ

陣
平
・
張
良
カ

謀q

コ
ト
ヲ

、
顕w

シ

専
諸
・
曹
沫
カ

勇q

ヲ

、

雖w

モ

虎
賁
多
ク

死q

ス
ト

終
ニ

抜w

ク

鎌
倉q

ヲ

」
と
表
現
す
る
く
だ
り
（
②
内
）
を
取
り
上

げ
た
い
。
陣
平
・
張
良
と
い
え
ば
、
と
も
に
劉
邦
配
下
の
智
将
と
し
て
名
高

く
、
軍
記
で
も
そ
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。『
太
平
記
』

で
も
ま
さ
に
こ
の
鎌
倉
攻
防
戦
の
際
、
長
崎
円
喜
が
孫
の
高
重
の
武
勇
を
称

え
る
べ
く
、「
汝
今
万
死
ヲ
出
テ
一
生
ニ
遇
、
堅
ヲ
摧
キ
ケ
ル
振
舞
、
陳
平
・

張
良
ガ
為p

難
処
ヲ
究
メ
得
タ
リ
」（
巻
十
「
三
浦
大
多
和
合
戦
意
見
事
」）
と
二

人
の
名
を
口
に
し
て
い
るＥ
。

　

軍
記
で
の
定
型
表
現
と
も
言
う
べ
き
陳
平
・
張
良
の
利
用
は
ひ
と
ま
ず
措

き
、
続
く
二
人
、
専
諸
・
曹
沫
に
目
を
移
そ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
二
人

の
登
場
こ
そ
が
本
縁
起
に
お
け
る
漢
籍
引
用
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
の
鍵

と
な
る
の
で
あ
る
。
専
諸
と
は
春
秋
時
代
の
呉
の
公
子
光
（
後
の
呉
王
闔
閭
）
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の
側
近
で
、
呉
王
僚
の
暗
殺
を
実
行
し
た
刺
客
、
曹
沫
と
は
同
じ
く
春
秋
時

代
に
魯
の
荘
公
に
仕
え
、
斉
の
桓
公
に
奪
っ
た
魯
の
領
地
を
返
す
よ
う
脅
迫

し
て
承
諾
さ
せ
た
逸
話
が
有
名
な
将
軍
で
あ
り
、
と
も
に
『
史
記
』
巻
八
十

六
刺
客
列
伝
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
王
の
た
め
に
死
を
も
恐
れ
ず
行
動
す
る

と
こ
ろ
が
鎌
倉
攻
防
戦
に
挑
む
新
田
の
姿
に
通
ず
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
武
勇
の
準
え
と
し
て
機
能
す
る
武
将
は

他
に
い
く
ら
で
も
適
任
者
が
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
そ
れ
こ
そ
『
史
記
』

の
刺
客
列
伝
で
も
曹
沫
・
専
諸
・
予
譲
・
聶
政
・
荊
軻
の
五
人
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
な
ぜ
こ
の
二
人
を
選
択
し
、
し
か
も
並
び
を
逆
転

さ
せ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
くＦ
。

　
『
太
平
記
』
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
と
そ
の
疑
問
は
さ
ら
に
強
ま
る
の
で

あ
っ
て
、『
太
平
記
』
が
他
の
軍
記
に
比
し
て
圧
倒
的
な
量
の
漢
籍
を
引
用

し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
がＧ
、
そ
の
『
太
平
記
』
で
も
専
諸
・
曹
沫

の
組
み
合
わ
せ
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
専
諸
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
全
体

を
通
し
て
一
例
の
み
、
曹
沫
に
至
っ
て
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
専
諸

の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
敵
に
怯
む
こ
と
な
く
戦
い
続
け
た
菊
池
武
時

が
最
後
に
は
討
ち
死
に
す
る
こ
と
を
受
け
て
の
話
者
評
（
巻
十
一
「
筑
紫
合
戦

事
」）
で
、「
専
諸
・
荊
卿
ガ
心
ハ
恩
ノ
為
ニ
仕
ハ
レ
、
侯
生
・
豫
子
ガ
命
ハ

義
ニ
依
テ
軽
シ
ト
モ
、
是
等
ヲ
ヤ
可p

申
」
と
あ
る
。
尚
、「
荊
卿
」
と
は
荊

軻
の
こ
と
で
、
彼
も
『
史
記
』
刺
客
列
伝
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
太

平
記
』
の
こ
の
部
分
で
は
、
死
を
も
恐
れ
ず
戦
う
人
物
と
し
て
専
諸
を
引
き

合
い
に
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、『
縁
起
』
で
の
専
諸
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
重

な
る
も
の
の
、
で
は
な
ぜ
『
太
平
記
』
に
倣
っ
て
も
う
一
人
を
荊
軻
と
し
な

か
っ
た
の
か
、
曹
沫
と
の
組
み
合
わ
せ
に
す
る
理
由
は
何
な
の
か
、
と
い
う

疑
問
は
解
消
さ
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
『
太
平
記
』
に
登
場
し
な
い
曹
沫
の
名
は
、『
源
平
盛
衰
記
』

に
見
出
せ
る
。
こ
ち
ら
で
も
僅
か
一
回
の
み
の
登
場
だ
が
、
そ
れ
が
巻
二
十

一
「
兵
衛
佐
殿
隠
臥
木
」
の
一
節
で
あ
る
。

兵
衛
佐
重
テ
宣
ケ
ル
ハ
、「
軍
ノ
習
或
ハ
敵
ヲ
落
シ
或
ハ
敵
ニ
落
サ

ル
ヽ
、
是
定
レ
ル
事
也
。
一
度
軍
ヲ
敵
ニ
被p

敗
、
永
ク
命
ヲ
失
フ
道

ヤ
ハ
ア
ル
。
爰
ニ
集
居
テ
敵
ニ
ア
ナ
ヅ
ラ
レ
テ
命
ヲ
失
ハ
ン
事
、
愚
ナ

ル
ニ
非
ヤ
。
昔
范
蠡
不p

侚w

会
稽
之
恥a

畢
復w

勾
践
之
讐z

曹
沫
不

p

死w

三
敗
之
辱a

已
報w

魯
国
之
羞z

爰
ヲ
遁
出
テ
大
事
ヲ
成
立
タ
ラ

ン
コ
ソ
兵
法
ニ
ハ
叶
フ
ベ
ケ
レ
。
イ
カ
ニ
モ
多
勢
ニ
テ
ハ
不p

可w

遁

得z

各
心
ニ
任
テ
落
ベ
シ
。
頼
朝
山
ヲ
出
テ
安
房
・
上
総
ヘ
越
ヌ
ト
聞

エ
バ
、
其
時
急
尋
来
給
ベ
キ
」
ト
言
ヲ
尽
テ
宣
ヘ
バ
、
理
遁
難
シ
テ
、

各
思
々
ニ
ゾ
落
行
ケ
ル
。

　

戦
い
に
敗
れ
屈
辱
を
受
け
な
が
ら
も
そ
れ
を
耐
え
忍
び
、
後
に
報
復
を
叶

え
た
先
例
と
し
て
、
范
蠡
・
勾
践
の
「
会
稽
之
恥
」
と
曹
沫
の
「
三
敗
之
辱
」

と
を
対
に
し
て
引
く
が
、
こ
れ
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
家
臣
た
ち
に
向
け
て

再
起
を
約
束
す
る
頼
朝
の
発
言
に
説
得
力
が
増
す
こ
と
と
な
り
、
こ
の
発
言

を
信
じ
た
家
臣
た
ち
は
分
散
し
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
、
後
の
再
結
集
、
勝
利

を
実
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
曹
沫
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
負
け
て
も
い
ず
れ
は
勝

利
す
る
と
い
っ
た
『
源
平
盛
衰
記
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
す

れ
ば
、
鎌
倉
制
圧
の
過
程
で
の
新
田
敗
北
の
叙
述
の
簡
略
化
を
図
り
つ
つ

も
、
そ
の
敗
北
の
イ
メ
ー
ジ
を
暗
に
伝
え
ん
と
し
て
当
該
人
物
を
譬
え
に
選

択
し
た
と
い
っ
た
読
み
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
併
せ
て
、『
理
尽
鈔
』

で
は
「
新
田
義
貞
謀
叛
事
付
天
狗
越
後
勢
催
事
」
の
く
だ
り
で
、『
源
平
盛
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衰
記
』
に
見
ら
れ
る
、
梶
原
景
時
が
石
橋
山
で
頼
朝
を
助
け
た
話
を
載
せ
て

お
り
、
そ
の
辺
り
か
ら
着
想
を
得
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
い
っ
た
面
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
こ
で
は
為
信
の
漢
籍
の
素
養
の
高
さ
に

こ
そ
注
目
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
専
諸
・
曹
沫
が
対
と
な
っ

て
登
場
す
る
漢
籍
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
孫
子
』
九
地
篇
で
あ

る
。

其
兵
不p

修
而
戒
、
不p
求
而
得
、
不p

約
而
親
、
不p

令
而
信
、
禁p

祥

去p

疑
、至p

死
無p

所p
之
、吾
士
無w

餘
財a

非p

惡p

貨
也
、無w

餘
命a

非p

惡p

壽
也
、
令
發
之
日
、
士
卒
坐
者
涕
霑p

襟
、
偃
臥
者
涕
交p

頤
、

投w

之
無o

所p

往
者
、
諸
劌
之
勇
也
、

　

将
軍
が
抑
圧
し
な
い
、
迷
信
を
禁
じ
る
、
余
分
な
財
貨
を
焼
き
捨
て
る
な

ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
方
策
を
以
て
兵
士
た
ち
を
戦
う
よ
り
他
な
い
環
境
に

置
く
と
、
み
な
専
諸
・
曹
劌
の
よ
う
に
勇
敢
な
兵
士
と
な
る
と
の
主
張
で
あ

る
。
こ
の
「
曹
劌
」
が
曹
沫
の
別
称
に
当
た
る
た
めＨ
、
こ
こ
に
専
諸
・
曹
沫

の
組
み
合
わ
せ
が
成
立
す
る
。
専
諸
・
曹
沫
を
他
に
行
き
場
の
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
た
兵
だ
と
す
る
『
孫
子
』
の
理
解
は
─
─
も
ち
ろ
ん
『
史
記
』

な
ど
の
よ
う
な
、
王
の
た
め
に
己
の
命
を
顧
み
ず
に
戦
う
忠
臣
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
も
そ
こ
に
は
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
ろ
う
が
─
─
、
ま
さ
に
過

酷
な
鎌
倉
制
圧
を
命
ぜ
ら
れ
た
新
田
の
状
況
を
表
現
す
る
譬
え
と
し
て
は
最

適
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
曹
沫
（
劌
）
に
関
し
て
は
、
諸
テ
ク
ス
ト
間
で
そ
の
人
物
像

が
変
容
す
る
と
の
太
田
麻
衣
子
氏
の
指
摘
が
あ
るＩ
。
す
な
わ
ち
、
戦
国
期
に

は
す
で
に
賢
人
と
し
て
の
曹
沫
像
が
成
立
し
て
お
り
（
＝
第
一
段
階
）、
戦
国

末
期
に
は
悪
評
を
受
け
る
像
（
＝
第
二
段
階
）、
さ
ら
に
前
漢
前
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
は
敗
軍
の
将
で
あ
り
な
が
ら
賞
賛
さ
れ
る
刺
客
の
像
が
形
成
さ
れ

る
（
＝
第
三
段
階
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。
氏
の
分
類
で
は
『
史
記
』・『
孫
子
』

と
も
に
第
三
段
階
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

よ
う
に
中
国
で
は
数
多
く
の
テ
ク
ス
ト
で
曹
沫
の
様
々
な
側
面
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
軍
記
な
ど
を
見
る
限
り
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上

げ
ら
れ
ず
に
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
為
信
が
こ
の
二
人
に
言

及
し
た
と
い
う
の
は
、『
太
平
記
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
も
の
を
書
こ
う
と

の
思
い
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
漢
籍
に
対
す
る
知
識

を
彼
が
備
え
て
い
た
と
い
う
捉
え
方
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
本
縁
起

に
は
こ
の
他
に
も
『
太
平
記
』
が
そ
の
場
面
で
利
用
し
て
は
い
な
い
中
国
故

事
を
用
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、
漢
籍
引
用
に
見
え
る
為
信
の
趣
向

　
『
太
平
記
』
を
参
照
し
て
『
縁
起
』
を
作
成
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
中
国
故

事
も
『
太
平
記
』
か
ら
そ
の
ま
ま
引
く
こ
と
は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
為
信
は
『
太
平
記
』
と
は
異
な
る
中
国
故
事
を
取
り
込
ん
で

い
く
。
そ
こ
に
は
為
信
の
拘
り
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
可
能
に
す
る
だ
け

の
知
識
が
彼
に
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
取
り
込
ま

れ
た
中
国
故
事
の
基
本
は
、
愛
媛
大
学
図
書
館
の
解
説
の
通
り
、
儒
教
や
兵

法
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
③
内
に
お
い
て
箱
根
・
竹
下
で
の
足
利
の
陣
を
突
破
し
た
新
田

の
戦
い
ぶ
り
を
「
所
謂
名
山
ノ

大
塞
十
夫
ノ

所p

守
ル

千
夫
モ

不p

ト
云

過
是
ナ
リ

也
」

と
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。「
所
謂
」
の
語
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
直
前
の
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内
容
の
譬
え
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
典
拠
が
『
呉
子
』
論
将
第
四

の
、「
路
狹
道
險
名
山
大
塞
、
十
夫
所p

守
、
千
夫
不p

過
、
是
謂w

地
機q

」

で
あ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
軍
を
動
か
す
上
で
の
勝
機
を
指
摘
す
る
一
節
な

の
だ
が
、『
縁
起
』
で
は
こ
の
引
用
の
直
前
で
「
以w

テ

竹
ノ

下
ノ

嶮
岨q

ヲ

堅p

ス

屯
ヲ

」

と
地
勢
の
険
し
い
様
を
物
語
っ
て
い
て
、
そ
れ
も
『
呉
子
』（
波
線
部
）
に
通

ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
類
似
性
か
ら
当
該
箇
所
を
持
ち
出
す
に

至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、
後
村
上
天
皇
が
多
年
の
忠
烈
を
認
め
義
助
の
官
位
を
昇
進
さ
せ

る
箇
所
（
⑥
内
）
で
の
、「
兵
法
ニ

所
謂
無
法
ノ

之
賞
ト
云

是
ナ
リ

也
」
で
あ
る
。「
兵

法
ニ

所
謂
」
と
断
る
通
り
、「
施w
無
法
之
賞a

懸w

無
政
之
令a

犯w

三
軍
之

衆a

若p

使w

一
人q

」
と
い
う
表
現
が
『
孫
子
』
九
地
篇
に
見
出
せ
る
。
義

助
の
異
例
の
昇
進
が
兵
法
に
も
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の

判
断
の
妥
当
性
を
主
張
し
た
い
の
だ
ろ
う
が
、『
孫
子
』
九
地
篇
は
先
の
専

諸
・
曹
沫
の
一
節
が
含
ま
れ
る
篇
で
も
あ
り
、
そ
の
出
典
の
重
な
り
か
ら
、

為
信
が
数
多
く
の
漢
籍
の
中
で
も
『
孫
子
』
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
尚
、
こ
れ
は
彼
の
先
行
作
品
、『
古
今
軍
理
問
答
』
に
お
い

て
『
孫
子
』
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
こ
よ
う
がＪ
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
次
節
に
て
ま
た
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

兵
法
の
周
縁
と
い
う
こ
と
で
は
、『
戦
国
策
』
の
利
用
も
見
え
る
。
④
内

の
「
凶
徒
圍w

四
面a

義
貞
・
義
助
突w -

衝
ス
ル
コ
ト

於
敵q

ヲ

雖p

モ

如w

ナ
リ
ト
鸇
ノ
敺p

リ

萑
ヲ

狗
ノ

逐o

フ
ガ

兎
ヲ

、
粮
食
乏
シ
ク
シ
テ

士
卒
罷
蔽
ス

、
唇
亡
テ

歯
寒
シ

」
で
あ
る
。
傍
線

部
の
「
唇
亡
テ

歯
寒
シ

」
と
い
う
表
現
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
五
年
が
初

出
の
よ
う
だ
がＫ
、『
戦
国
策
』
趙
巻
第
六
に
も
「
張
孟
談
於p

是
陰
見w

韓
魏

之
君q

曰
、「
臣
聞
、
唇
亡
則
歯
寒
、
今
智
伯
帥w

二
国
之
君q

伐p

趙
、
趙
将

p

亡
矣
、
亡
則
二
君
為w

之
次q

矣
」」
と
あ
る
。
出
典
と
し
て
は
ど
ち
ら
に
も

可
能
性
が
あ
る
が
、『
縁
起
』
の
傍
線
部
直
前
の
「
士
卒
罷
蔽
ス

」
と
い
う
表

現
（
引
用
文
内
破
線
部
）
が
、『
史
記
』
巻
六
十
九
蘇
秦
列
伝
に
「
西
困p

秦
三

年
、
士
卒
罷
敝
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
着
目
す
る
と
な
る
と
、『
縁
起
』
の
こ

の
表
現
を
軸
と
し
て
、
縦
横
家
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
蘇
秦
、
そ
の
縦
横
家

の
策
を
ま
と
め
た
『
戦
国
策
』、
と
い
う
発
想
の
連
鎖
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ち
な
み
に
、「
鸇
ノ
敺p

リ

萑
ヲ

」（
引
用
文
内
波
線
部
）
に
関
し
て
も
漢

籍
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
、『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
に
「
故
爲p

淵
敺p

魚
者
、

獺
也
、
爲p

叢
敺p

爵
者
、
鸇
也
、
爲w

湯
武q

敺p

民
者
、
桀
與p

紂
也
」
と
い

う
く
だ
り
が
見
出
せＬ
、
関
心
あ
る
領
域
に
関
わ
る
複
数
の
漢
籍
・
故
事
を
連

環
さ
せ
て
用
い
る
こ
と
で
、『
太
平
記
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
文
章
作
り
を

為
信
は
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
発
想
の
連
鎖
は
、
⑦
内
で
為
信
が
詩
を
綴
る
決
意
を
述
べ
る

「
強
テ

抽w

テ

管
蠡
ノ

之
才q

ヲ

、
漫
リ
ニ

綴w

テ

野
詩
一
章q

ヲ

」
に
も
及
び
そ
う
で
あ
る
。

「
管
蠡
」
と
は
「
管
窺
蠡
測
」
を
略
し
た
も
の
で
、『
文
選
』
東
方
朔
「
答
客

難
」
内
の
「
語
曰
、
以p

筦
窺p

天
、
以p

蠡
測p

海
、
以p

筳
撞p

鍾
」
に
基
づ

く
の
だ
ろ
う
が
、
実
は
こ
の
「
答
客
難
」
の
冒
頭
は
、「
客
難w

東
方
朔q

曰
、

蘇
秦
・
張
儀
壹
當w

萬
乗
之
主a

而
身
都w

卿
相
之
位a

澤
及w

後
世a

今
子

大
夫
脩w

先
生
之
術a

慕w

聖
人
之
義a

諷w

誦
詩
書
百
家
之
言a

不p

可w

勝

記a

著w

於
竹
帛a

唇
腐
齒
落
、
服
膺
而
不p

可p

釋
」
と
書
き
起
こ
さ
れ
て

お
り
、
蘇
秦
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
と
と
も
に
「
唇
亡
歯
寒
」
に
通
ず
る
「
唇

腐
歯
落
」
と
い
う
表
現
ま
で
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
偶
然

と
い
う
言
葉
で
は
片
付
け
難
く
、『
縁
起
』
全
編
に
関
連
性
の
あ
る
漢
籍
、

そ
の
文
言
を
意
識
的
に
配
置
し
よ
う
と
す
る
為
信
の
姿
、
発
想
の
連
鎖
、
言
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葉
の
連
関
性
を
楽
し
む
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
の
見
方
を
し
た
方
が
い
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
、
連
鎖
や
連
関
性
を
楽
し
む
思
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
②
内
の
「
僅

ニ

百
五
十
騎
向w
テ

鎌
倉q

ニ

揚p

グ

鞭
ヲ

也
、
八
刕
ノ

之
士
不p

ル
ニ

招
カ

集
リ

不p

ル
ニ

告
ゲ

来
ル

、

其
ノ

勢
ヒ

、
如p

ク

竜
ノ

如p
ク

虎
ノ

如p

ク

熊
ノ

如p

シ

羆
ノ

」
も
見
て
お
き
た
い
。
新
田
の
挙

兵
に
呼
応
し
て
東
八
ヶ
国
の
兵
が
大
挙
し
て
集
ま
っ
て
き
た
そ
の
様
子
を
、

動
物
た
ち
の
力
、
勢
い
に
準
え
る
の
だ
が
、
こ
の
表
現
は
第
二
節
で
取
り
上

げ
た
⑥
内
の
「
官
軍
得p

ル
コ
ト

力
ヲ

如w
ク

虎
ノ

靠o

ル
ガ

山
ニ

似w

タ
リ

竜
ノ

得o

ル
ニ

水
ヲ

」
と
の

類
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、『
太
平
記
』
を
踏
ま
え
た
そ
ち
ら
の
表

現
と
は
異
な
り
、
②
内
の
表
現
は
『
太
平
記
』
に
は
確
認
で
き
ず
、
為
信
自

身
の
発
想
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
や
は
り
漢
籍
を

参
看
し
た
よ
う
で
、『
書
経
』
牧
誓
に
、「
尚
桓
桓
如p
虎
如p

貔
如p

熊
如p

羆
、

于w

商
郊a

弗p

迓
克
奔
、
以
役w

西
土a

勖
哉
夫
子
」
と
、
似
通
っ
た
表
現

が
見
え
る
。
確
か
に
「
竜
」
と
「
貔
」（
虎
・
豹
に
似
た
猛
獣
）
と
の
違
い
が

あ
り
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
貔
」
は
「
貔
貅
」
と
記
す

と
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
猛
獣
を
表
す
こ
と
に
な
る
ら
し
くＭ
、
そ
の
属
性
は

あ
る
意
味
竜
に
も
通
ず
る
。
ち
な
み
に
こ
の
部
分
は
、
武
王
の
商
討
伐
の
際
、

戦
い
に
臨
む
兵
士
に
向
け
て
か
け
ら
れ
た
言
葉
だ
と
い
う
か
ら
、
鎌
倉
制
圧

戦
中
で
使
用
す
る
譬
え
と
し
て
も
整
合
性
は
取
れ
て
い
よ
う
。
何
よ
り
動
物

に
譬
え
る
と
い
う
非
常
に
似
た
形
式
で
あ
り
な
が
ら
、
片
や
『
太
平
記
』
の

表
現
を
利
用
、
片
や
漢
籍
か
ら
引
用
と
い
う
二
パ
タ
ー
ン
が
成
立
し
て
い
る

の
も
、
為
信
が
漢
籍
に
も
『
太
平
記
』
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
か
ら
こ
そ
な

し
得
た
こ
と
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
も
か
く
も
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
『
太
平
記
』
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

兵
法
を
軸
に
そ
れ
と
連
環
す
る
中
国
故
事
を
自
ら
複
数
取
り
込
み
つ
つＮ
、
当

該
縁
起
を
作
り
上
げ
て
い
く
為
信
の
姿
勢
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
為
信
の
漢
籍
に
対
す
る
知
識
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
何

か
そ
う
い
っ
た
繋
が
り
、
発
想
の
連
鎖
を
楽
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
為
信

の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
の
は
、も
は
や
気
の
せ
い
だ
と
し
て
捨
て
置
け
ま
い
。

　
『
縁
起
』
に
お
い
て
は
義
助
ひ
い
て
は
そ
の
一
族
の
忠
義
、
そ
の
活
躍
を
、

『
太
平
記
』
を
利
用
し
つ
つ
語
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
だ
っ
た
の
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
裏
に
は
い
か
に
そ
の
語
り
の
中
で
自
身
の
学
識
を

─
─
そ
こ
ま
で
前
面
に
押
し
出
す
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
─
─
披
露
す
る
の

か
と
い
っ
た
点
で
の
工
夫
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
為
信
な
り
の
『
太
平
記
』
享

受
の
在
り
方
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
き
わ
め
て
当
た
り
前
な
結

論
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
の
先
行
作
品
、
な
ら
び
に
彼
の
生
き
様
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
い
く
に
、
本
縁
起
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
方
向
性
で
ま
と
め
ら

れ
た
の
か
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
明
確
に
で
き
る
か
と
思
う
。
最
後
に
こ
の

問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

五
、
先
行
作
品
と
の
関
係
性

　

為
信
の
著
作
と
言
え
ば
、
第
一
節
で
も
述
べ
た
通
り
、『
身
の
鏡
』、『
理

非
鑑
』、『
古
今
軍
理
問
答
』、『
闕
疑
兵
庫
記
』
の
名
が
挙
が
る
。
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
作
品
な
が
ら
、
そ
こ
に
連
続
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
渡
辺
憲

司
氏
や
奥
井
康
方
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
りＯ
、
下
坂
憲
子
氏
は
そ
の

指
摘
に
関
連
さ
せ
て
、
こ
れ
ら
四
作
品
の
刊
行
を
通
じ
て
、
は
じ
め
は
匿
名

と
し
て
い
た
為
信
が
徐
々
に
実
名
、
素
性
を
明
か
し
て
い
く
過
程
が
辿
れ
、

そ
れ
が
仕
官
を
狙
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
論
じ
ら
れ
るＰ
。
事
実
、
刊
行
と
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前
後
し
て
仕
官
が
実
現
し
て
お
り
、
だ
と
す
る
と
、
先
の
四
作
品
は
自
ら
を

売
り
込
む
た
め
の
内
容
、
つ
ま
り
は
自
身
の
学
識
を
披
露
し
つ
つ
も
、
同
時

に
世
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
配
慮
し
た
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

要
は
純
粋
な
学
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
俗
な
思
い
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、『
古
今
軍
理
問
答
』
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。
七

巻
七
十
三
章
か
ら
成
る
同
書
は
、
そ
の
凡
例
に
お
い
て
『
保
元
物
語
』、『
平

治
物
語
』、『
平
家
物
語
』、『
太
平
記
』、『
甲
陽
軍
鑑
』
に
記
さ
れ
る
合
戦
内

か
ら
「
け
や
け
き
も
の
」
を
記
し
た
と
説
明
す
る
。
こ
の
全
七
十
三
章
の
う

ち
、
巻
三
の
十
章
、
巻
四
の
十
一
章
、
巻
五
の
十
一
章
、
巻
六
の
八
章
が
『
太

平
記
』
由
来
の
話
で
、
作
品
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、『
太

平
記
』
へ
の
注
目
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
だ
がＱ
、『
太
平
記
』
か
ら
派

生
し
て
評
判
書
や
注
釈
書
が
作
ら
れ
て
い
く
近
世
期
の
事
情
を
踏
ま
え
れ

ば
、
為
信
も
ま
さ
に
そ
の
流
れ
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
が
、
大
量

に
テ
ク
ス
ト
が
生
ま
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中
で
特
出
し
た
何
か
が

な
け
れ
ば
仕
官
に
は
結
び
付
か
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
奥
井
氏
の
論
が

実
に
示
唆
的
で
、『
古
今
軍
理
問
答
』
は
先
行
作
品
、
中
で
も
『
理
尽
鈔
』

と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
て
、
軍
記
に
見
え
な
い
逸
話
ま
で
扱
う
『
理
尽
鈔
』

の
ス
タ
イ
ル
を
否
定
し
て
あ
く
ま
で
も
軍
記
本
文
を
対
象
と
し
た
考
察
を
試

み
て
い
る
な
ど
、
相
当
の
対
抗
意
識
が
見
え
る
と
の
こ
と
で
あ
るＲ
。
そ
れ
こ

そ
為
信
に
は
『
理
尽
鈔
』
を
踏
み
台
に
し
て
自
身
の
作
品
の
価
値
を
高
め
る

意
識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

併
せ
て
江
本
裕
氏
は
、
仮
名
草
子
作
者
に
は
仕
官
な
ど
自
身
の
社
会
面
で

の
希
望
が
叶
え
ば
述
作
を
辞
め
、
文
芸
活
動
は
俳
諧
の
み
に
限
定
す
る
ケ
ー

ス
が
間
々
見
ら
れ
る
と
し
、
そ
れ
を
「
浪
人
の
一
過
性
」
と
評
さ
れＳ
、
そ
の

論
を
承
け
る
形
で
下
坂
氏
は
「
仕
官
以
後
の
文
芸
的
転
換
を
、
武
士
の
余
技

と
評
価
し
、
作
家
江
島
為
信
の
喪
失
と
見
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
確
か
に
そ

の
後
為
信
に
作
家
と
し
て
生
き
る
意
思
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら

れ
るＴ
。
事
実
、
俳
諧
を
除
き
、
仕
官
後
に
発
表
さ
れ
た
作
品
は
為
信
に
は
な

い
。
そ
う
い
っ
た
為
信
の
実
態
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
仕
官
が
成
っ
て
か
な
り

の
時
を
経
た
上
で
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
本
縁
起
で
は
、
世
間
一
般
に
向

け
て
己
の
主
義
主
張
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
類
い
の
も
の
に
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
古
今
軍
理
問
答
』
に
立
ち
戻
る
に
、
そ
の
半
分
が
『
太
平
記
』
関
連
で

占
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
義
助
も
登
場
し
は
す
る
。
確
か
に
『
縁
起
』
に

も
あ
っ
た
義
助
の
見
せ
場
と
な
る
「
二
度
の
懸
」
の
話
に
関
し
て
は
共
有
さ

れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
義
貞
に
伴
っ
て
登
場
す
る
形
が
多
く
、
そ
れ
は

義
助
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
の
と
は
異
な
る
。
実
際
、
義
助
の
四
国
入
り
、

そ
の
死
へ
の
言
及
は
な
く
、
そ
も
そ
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
回
数
が
義
貞
や
正

成
な
ど
に
比
し
て
少
な
い
の
だ
。『
理
尽
鈔
』
に
対
抗
す
る
思
い
を
持
ち
、

そ
し
て
自
身
の
仕
官
に
結
び
付
く
よ
う
な
内
容
を
求
め
る
上
で
は
、
正
成
ら

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
主
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
義
助
が
そ
こ

ま
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
の
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
漢
籍
引
用
に
関
し
て
言
え
ば
、『
古
今
軍
理
問
答
』
に
お
い
て
も

大
量
に
漢
籍
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
先
に
触
れ
た
通
り
、『
孫

子
』
な
ど
の
兵
書
が
多
い
の
だ
が
、『
縁
起
』
と
違
っ
て
出
典
を
明
記
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
原
拠
を
辿
れ
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
う
い
う
手
法
は
『
縁
起
』
で
は
取
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
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『
古
今
軍
理
問
答
』
で
使
用
し
た
の
と
は
異
な
る
中
国
故
事
を
本
縁
起
が
引

用
し
て
い
る
と
い
う
の
も
、
為
信
が
意
図
的
に
そ
う
い
う
使
い
分
け
を
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
方
が
で
き
た
の
は
、
仕
官
に
向
け
て
の
活
動
か
ら

解
放
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
書
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
作
家
業

を
離
れ
て
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
て
か
ら
の
文
筆
、
結
果
的
に
は
晩
年
に

さ
し
か
か
っ
て
の
仕
事
で
あ
る
。
確
か
に
自
身
の
学
識
を
活
用
し
、
先
行
作

品
と
は
ま
た
異
な
る
も
の
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
は
、
彼
の
高
度
な
漢
学

の
知
識
は
窺
え
る
も
の
の
、
そ
こ
に
出
典
を
明
記
す
る
な
ど
し
て
そ
の
知
識

を
直
接
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
『
縁
起
』
を
そ

れ
単
体
で
読
め
る
、
理
解
で
き
る
も
の
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
も
為
信
が
地
元
の
英
雄
、
義
助
を
、

自
身
の
得
意
分
野
で
あ
っ
た
漢
籍
、
そ
し
て
『
太
平
記
』
を
利
用
し
て
作
成

し
た
も
の
な
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
往
年
の
作
家
が
地
方
役
人
の
立
場
か
ら
、

地
元
の
英
雄
を
称
揚
す
る
た
め
に
筆
を
揮
う
─
─
、
そ
れ
が
本
縁
起
の
本
質

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
国
府
叢
書
』
に
は
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
に
国
分
寺
住
職
快
政
、
今
治

藩
士
町
野
弾
右
衛
門
、
首
藤
又
右
衛
門
が
発
起
人
と
な
っ
て
藩
の
許
可
を
得

て
義
助
の
碑
を
再
建
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
に
は
「
江
島
長

左
衛
門
為
信
、
外
数
輩
ノ

詩
文
書
多
ク
奉
納
セ
リ
」
と
も
あ
る
か
らＵ
、
為
信

だ
け
で
な
く
、
今
治
藩
に
関
わ
る
多
く
の
者
に
と
っ
て
義
助
は
自
分
た
ち
の

土
地
に
纏
わ
る
大
切
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
再
建
し
た
碑
が
、

そ
の
数
年
後
の
元
禄
二
（
一
七
○
三
）
年
に
は
ま
た
も
や
荒
れ
果
て
て
、
そ

こ
で
今
度
は
為
信
が
再
建
を
試
み
、『
縁
起
』
を
記
し
た
と
い
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
寛
文
九
年
の
件
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
縁
起
が

後
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
こ
の
『
縁
起
』
は
、
作

家
と
し
て
で
は
な
く
、
今
治
の
藩
政
に
携
わ
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
書

く
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
作
品
は
非
常
に
小
さ
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
国

規
模
で
展
開
さ
れ
る
『
太
平
記
』
享
受
と
は
別
に
、
第
一
節
で
言
及
し
た
『
歯

長
寺
縁
起
』
し
か
り
、
本
縁
起
し
か
り
、
地
方
小
国
の
単
位
で
も
『
太
平
記
』

は
享
受
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
学
問
が
存
在
す
る
。『
太
平
記
』、
も
し
く
は

学
問
の
実
態
把
捉
を
志
す
上
で
は
、
こ
う
い
っ
た
小
さ
い
単
位
に
も
目
を
向

け
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

︿
使
用
テ
キ
ス
ト
一
覧
﹀

『
脇
屋
義
助
卿
縁
起
』
→
愛
媛
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
画
像
。
尚
、
引
用
に
当

た
っ
て
は
適
宜
送
り
仮
名
を
付
け
足
し
た
。
／
『
歯
長
寺
縁
起
』
→
『
瀬
戸
内
寺
社

縁
起
集
』（
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
）
／
『
太
平
記
』
→
日
本
古
典
文
学
大
系
／
『
史

記
』・『
孫
子
』・『
呉
子
』・『
春
秋
左
氏
伝
』・『
戦
国
策
』・『
孟
子
』・『
書
経
』・『
唐

詩
選
』・『
荘
子
』
→
新
釈
漢
文
大
系
／
『
古
今
軍
理
問
答
』・『
理
非
鑑
』・『
闕
疑
兵

庫
記
』
→
『
今
治
郷
土
史
』
第
七
巻
／
『
身
の
鏡
』
→
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（『
仮

名
草
子
集
』）
／
『
国
府
叢
書
』
→
『
今
治
郷
土
史
』
第
四
巻

注（
１
）　

愛
媛
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.lib.ehim

e-u.ac.jp/
EJIM

A
/htm

l/01/w
aki/w

aki.htm

）
参
照
。

（
２
）　

注（
１
）と
同
。愛
媛
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
江
嶋
文
書
の
項
に
拠
る
。

（
３
）　
『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
１
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社　

二
○
○
二
・
十
二
）
の
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加
美
宏
氏
の
解
説
で
は
、恩
地
左
近
太
郎
や
矢
尾
別
当
顕
幸
、杉
本
左
兵
衛
（
泣

男
）
と
い
っ
た
『
太
平
記
』
に
は
登
場
せ
ず
『
理
尽
鈔
』
で
登
場
す
る
人
物
が
、

「
近
世
の
多
く
の
実
録
・
読
み
物
・
絵
本
・
小
説
・
演
劇
・
川
柳
な
ど
に
し
ば

し
ば
登
場
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
」
お
り
、
同
書
が
「
広
く
流
布
し
、

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
」
と
す
る
。
尚
、
恩
地
左
近
に
つ
い
て
は
こ
の
後
触

れ
る
。

（
４
）　

今
井
氏
に
『『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
研
究
』（
汲
古
書
院　

二
○
一

二
・
二
）、
加
美
氏
に
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』（
桜
楓
社　

一
九
八
五
・
五
）、

『
太
平
記
の
受
容
と
変
容
』（
翰
林
書
房　

一
九
九
七
・
二
）
な
ど
の
論
考
が
あ

る
。

（
５
）　

為
信
の
経
歴
に
つ
い
て
は
下
坂
憲
子
氏
が
考
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、「
江
嶋

為
信
の
仕
官
事
情
と
そ
の
背
景
─
寄
託
資
料
「
江
嶋
家
文
書
」
報
告
を
通
し
て

─
」（
愛
媛
国
文
と
教
育
36　

二
○
○
三
・
十
二
）、「「
漂
泊
野
人
」
江
嶋
為
信

の
文
学
と
仕
官
」（
江
戸
文
学
31　

二
○
○
四
・
十
一
）
な
ど
の
論
が
あ
る
。

ま
た
、
氏
に
先
立
っ
て
松
田
修
氏
の
研
究
も
あ
る
（「
日
州
漂
泊
野
人
の
生
涯
」

国
語
国
文
21-

６　

一
九
五
二
・
六
→
『
日
本
近
世
文
学
の
成
立
─
異
端
の
系

譜
─
』
法
政
大
学
出
版
局　

一
九
六
三
・
十
一
）。

（
６
）　

松
田
氏
の
論
（
注（
５
））
に
拠
れ
ば
、
こ
の
異
例
と
も
言
え
る
出
世
の
背
景

に
は
定
房
の
孫
に
当
た
る
定
陳
（
一
六
六
七
─
一
七
○
二
）
の
好
学
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

（
７
）　

そ
の
体
裁
故
に
、
本
テ
ク
ス
ト
を
「
縁
起
」
と
し
て
扱
う
べ
き
か
否
か
が
問

題
と
な
っ
て
き
た
過
去
が
あ
る
。
中
井
香
信
『
歯
長
寺
縁
起
概
説
』（
歯
長
寺

保
存
会　

一
九
三
六
・
八
）、
和
田
茂
樹
「
歯
長
寺
縁
起
解
説
」（『
瀬
戸
内
寺

社
縁
起
集
』
広
島
中
世
文
芸
研
究
会　

一
九
六
七
・
四
）、
秦
四
郎
「
歯
長
寺

縁
起
に
落
丁
あ
る
こ
と
」（
伊
予
史
談
108　

一
九
四
一
・
十
一
）、
近
藤
孝
純
「
国

重
文
『
歯
長
寺
縁
起
』
に
寄
せ
る
二
、
三
の
疑
義
」（
伊
予
史
談
249　

一
九
八

三
・
四
）
等
参
照
。

（
８
）　

拙
著
『
室
町
の
学
問
と
知
の
継
承　

移
行
期
に
お
け
る
正
統
へ
の
志
向
』（
勉

誠
出
版　

二
○
一
七
・
十
一
）、「
等
妙
寺
・
歯
長
寺
の
本
末
関
係
と
縁
起
─
「
等

妙
寺
縁
起
」・「
歯
長
寺
縁
起
」
に
お
け
る
相
互
補
完
の
可
能
性
─
」（
平
成
二

十
八
年
度 

愛
媛
大
学
法
文
学
部 

人
文
学
講
座
研
究
推
進
経
費
事
業
成
果
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
「
愛
媛
の
文
学
芸
能
に
関
す
る
文
化
誌
研
究
─
地

域
の
言
語
文
化
資
源
の
位
相
と
展
開
─
」〈
二
○
一
七
・
三
〉）
参
照
。

（
９
）　

尚
、
こ
の
問
題
は
地
方
に
お
け
る
『
太
平
記
』
享
受
と
い
う
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
学
問
・
注
釈
と
い
っ
た
、
よ
り
大
き
な
観
点
か
ら
も
扱
っ
て
い
く
べ
き

と
筆
者
は
考
え
る
。
中
世
、
中
で
も
室
町
期
は
、
五
山
僧
や
公
家
学
者
ら
の
活

躍
に
よ
っ
て
学
問
が
急
速
に
発
達
し
た
時
代
で
、
頻
繁
に
講
義
が
行
わ
れ
、
数

多
の
抄
物
・
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
よ
く
東
西
の
学
問
圏
で
の

学
説
の
違
い
、
対
立
と
い
う
も
の
が
指
摘
さ
れ
る
。
帝
対
将
軍
、
公
家
対
武
家
、

京
対
鎌
倉
（
東
国
）、
中
央
対
地
方
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
図
式
は
政
治
的
・

社
会
的
事
情
も
相
俟
っ
て
中
世
以
降
、
際
立
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

学
問
に
も
反
映
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
御
成
敗
式
目
注
釈
が
そ
の
典
型

的
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
新
田
一
郎
氏
の
論
な

ど
が
あ
り
（「
虚
言
仰
セ
ラ
ル
ヽ
神
」〈『
列
島
の
文
化
史
６
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
出
版
部　

一
九
八
九
・
九
〉）、
筆
者
も
拙
著
（
注（
８
））
に
て
論
じ

て
い
る
。

	

　

た
だ
し
、
と
か
く
東
西
、
京
対
鎌
倉
と
い
っ
た
対
立
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
都
に
対
し
て
の
「
地
方
」
は
全
国
各
地
に
点
在
す
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
都
に
対
峙
す
る
と
こ
ろ
の
自
身
の
土
地
の
位
置
付

け
に
尽
力
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
識
の
も
と
に
地
方
の
学
問
が

発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
筆
者
は
持
っ
て
お
り
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
の
学
問
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
、
今
後
は
地
方
と
い

う
存
在
に
も
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か

ら
も
本
縁
起
の
検
討
は
重
要
と
な
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
『
太
平
記
』

享
受
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

（
10
）　

本
縁
起
は
愛
媛
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
の
江
嶋
文
書
紹
介
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
画
像
と
と
も
に
翻
刻
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
と
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
原
本
の
文
字
の
配
置
か
ら
判
断
す
る
に
、
同
縁
起
は
六
つ
の
ト
ピ
ッ

ク
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
で
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
六
項
目
に
分
け
て
記
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
①
～
⑤
ま
で
は
そ
の
区
切
り
に
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そ
の
ま
ま
従
い
、
⑥
の
み
私
に
二
分
割
し
て
七
章
構
成
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す

る
。

（
11
）　

漢
詩
、
署
名
も
含
め
て
で
あ
る
。
尚
、
一
行
あ
た
り
の
字
数
は
十
七
～
二
十

二
字
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
）　

新
田
だ
け
で
な
く
、
楠
木
に
つ
い
て
も
好
イ
メ
ー
ジ
で
書
か
れ
る
。
④
の
湊

川
合
戦
で
の
敗
死
に
至
る
過
程
を
、「
正
成
竊
ニ

謂w

フ
ニ

當
時q

ヲ

、
官
女
領w

シ

郡
國q

ヲ

、

忠
士
漏w

ラ
シ

恩
澤q
ニ

、
設w

ケ

萑
羅
ヲ

於
武
門q

ニ

、
飾w

ル

兜
鍪
ヲ

於
僧
坊q

ニ

、
且
ツ

武
将
義
貞
、

有w

リ
テ

内
顧q

倦w

ム

軍
務q
ニ

、
正
成
歎
テ

而
諫
ム
レ
ド
モ

不p

容
レ
ラ
レ

、
察w

シ
テ

王
法
不o

ル
コ
ト
ヲ

可

p

カ
ラ

皈p

ス

一
ニ

於w

テ

湊
川q
ニ

致p
ス

死
ヲ

也
」
と
し
て
い
て
、
政
道
に
不
満
を
抱
き
、
諫
め

も
す
る
が
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
見
切
り
を

つ
け
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
従
う
と
い
っ
た
忠
臣
の
面
が
強
調
さ
れ
る
。
近

世
の
儒
学
者
に
南
朝
正
統
論
者
が
多
い
こ
と
と
連
動
し
た
問
題
か
。

（
13
）　

た
だ
し
、
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
に
、「
賢
者
得p

位
、
猶w

竜
得p

水
、
騰
虵

游o

霧
也
」（『
塩
鉄
論
』）、「
虎
負p

嵎
」（『
孟
子
』）
と
あ
っ
て
、『
太
平
記
』

の
表
現
と
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
典
拠
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
改

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
14
）　

巻
三
「
赤
坂
城
軍
事
」
で
も
「
正
成
ハ
元
来
策
ヲ
帷
幄
ノ
中
ニ
運
シ
、
勝
事

ヲ
千
里
ノ
外
ニ
決
セ
ン
ト
、
陳
平
・
張
良
ガ
肺
肝
ノ
間
ヨ
リ
流
出
セ
ル
ガ
如
ノ

者
ナ
リ
ケ
レ
バ
」
と
、
陳
平
と
張
良
を
対
に
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
15
）　

た
と
え
ば
『
史
記
抄
』
な
ど
を
見
て
も
、
二
人
を
重
視
す
る
積
極
的
理
由
は

見
出
し
得
な
い
。

（
16
）　
『
太
平
記
』
の
漢
籍
利
用
に
つ
い
て
は
増
田
欣
氏
の
『『
太
平
記
』
の
比
較
文

学
的
研
究
』（
角
川
書
店　

一
九
七
六
・
三
）
に
詳
し
い
。
ま
た
筆
者
も
『
三

国
志
享
受
史
論
考
』（
汲
古
書
院　

二
○
○
七
・
一
）
に
て
三
国
志
を
中
心
に

『
太
平
記
』
の
漢
籍
享
受
に
つ
い
て
論
じ
た
。

（
17
）　

た
だ
し
、
そ
の
人
物
像
に
揺
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
別
人
と
す
る
見
解
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

（
18
）　
「
曹
沫
像
の
変
遷
─
賢
人
か
ら
刺
客
へ
─
」（
国
士
舘
人
文
学
47　

二
○
一

五
・
三
）。
氏
は
、
①
『
左
伝
』、『
国
語
』、
②
『
管
子
』、『
呂
氏
春
秋
』、
③
『
公

羊
伝
』、『
穀
梁
伝
』、『
新
序
』、
④
『
淮
南
子
』、『
鶡
冠
子
』、
⑤
『
戦
国
策
』、

⑥
『
孫
子
』、
⑦
上
博
楚
簡
「
曹
沫
之
陳
」、『
慎
子
』
と
に
分
類
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
曹
沫
の
像
を
個
々
に
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
像
の

時
代
に
よ
る
変
遷
を
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
19
）　

併
せ
て
『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
兵
法
の
関
心
の
強
さ
や
『
孫
子
』・『
呉
子
』

を
多
用
す
る
姿
勢
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
理
尽
鈔
』
は
新
田
を
全
面
的
に
肯
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
文
脈
と
し
て
は
重
な
り
得
な
い
し
、
ま
た
為
信
自
身
、『
理

尽
鈔
』
の
叙
述
姿
勢
に
賛
同
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
20
）　
「
諺
所
謂
、
輔
車
相
依
、
唇
亡
歯
寒
者
、
其
虞
・
虢
之
謂
也
」
と
あ
る
。
こ

の
他
、
哀
公
八
年
に
も
確
認
で
き
る
（「
夫
魯
、
齊
・
晋
之
脣
、
脣
亡
歯
寒
、

君
所p

知
也
」）。

（
21
）　

縁
起
内
の
「
萑
」（
葦
の
密
生
地
）
は
意
味
と
し
て
は
「
叢
」
に
通
ず
る
。

（
22
）　
『
史
記
』
五
帝
紀
に
拠
る
。

（
23
）　

こ
う
い
っ
た
漢
籍
由
来
の
語
は
、
他
に
も
見
え
る
。
②
「
難
兄
難
弟
出
類
抜

萃
ノ

之
勲
績
、
圖w

シ

於
麟
閣q

ニ

畫w

ク
ト
モ

於
雲
臺q

ニ

亦
豈
ニ

羞
ン
ヤ

乎
」
と
あ
る
の
は
、
宣

帝
が
股
肱
の
臣
を
思
っ
て
功
臣
を
図
画
さ
せ
た
麒
麟
閣
十
一
臣
、
永
平
年
間
に

明
帝
が
前
代
の
功
臣
た
ち
に
感
じ
て
洛
陽
南
宮
の
雲
台
に
二
十
八
将
の
肖
像
画

を
描
か
せ
た
も
の
と
の
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
忠
臣
に
比
し
て
も
劣
ら
な
い
新

田
兄
弟
の
忠
義
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
単
語
単
位
の
事
例
で
言

う
な
ら
ば
、⑤
「
風
旆
ノ

所p

及
ブ

如p

シ

巻p

ク
ガ

沙
ヲ

也
」
は
唐
の
詩
人
、武
元
衡
の
「
嘉

陵
驛
」
に
「
悠
々
風
旆
遶w

山
川q

」（『
唐
詩
選
』）
と
あ
り
、
⑥
の
「
無w

シ

北
征

無
功
ノ

之
勅q

ヲ

」
の
「
無
功
」
は
、『
荘
子
』
内
篇
逍
遙
遊
第
一
に
「
至
人
無p

己
、

神
人
無p

功
、
聖
人
無p

名
」
と
あ
る
。
直
接
の
出
典
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で

も
、
為
信
の
知
識
と
し
て
い
か
に
多
く
の
漢
籍
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
か

の
証
拠
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
も
、『
太
平
記
』
の
該
当
す
る
く
だ
り

で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

（
24
）　

渡
辺
氏
の
『
身
の
鏡　

理
非
鏡
』（
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
25　

勉
誠
社　

一
九
七
七
・
六
）
解
題
、
奥
井
氏
の
「
江
島
為
信
『
理
非
鑑
』
の
位

置
」（『
鯉
城
往
来
』
６　

二
○
○
三
・
十
二
）
を
参
照
。

（
25
）　

注（
５
）下
坂
氏
二
つ
目
の
論
。



〔　　〕14

（
26
）　

ち
な
み
に
『
身
の
鏡
』、『
理
非
鑑
』
で
は
軍
記
に
関
連
す
る
話
は
そ
こ
ま
で

多
い
わ
け
で
は
な
く
、『
太
平
記
』
に
関
連
す
る
話
は
、『
身
の
鏡
』「
人
は
情

の
事
」
内
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
新
田
と
小
山
田
太
郎
の
話
し
か
な
い
（『
太
平

記
』
巻
十
六
「
新
田
殿
湊
河
合
戦
事
」、「
小
山
田
太
郎
高
家
刈
青
麦
事
」
に
相

当
）。
軍
書
と
仮
名
草
子
と
の
違
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
27
）　
「
江
島
為
信
の
儒
学
と
兵
学
─
『
古
今
軍
理
問
答
』
の
「
理
」
─
」（
国
文
学

攷
180　

二
○
○
三
・
十
二
）、「
江
島
為
信
『
古
今
軍
理
問
答
』
と
『
太
平
記
評

判
秘
伝
理
尽
鈔
』
─
楠
正
成
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
国
文
学
攷
190　

二
○

○
六
・
六
）
参
照
。

（
28
）　
『
近
世
前
期
小
説
の
研
究
』（
若
草
書
房　

二
○
○
○
・
六
）。

（
29
）　

注（
５
）下
坂
氏
二
つ
目
の
論
。
尚
、
こ
れ
に
続
き
、
新
興
結
社
「
夕
方
」
で

活
動
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、「
幕
政
の
根
幹
に
携
わ
り
な
が
ら
も
抗
い
き
れ

な
か
っ
た
為
信
の
知
的
好
奇
心
の
現
わ
れ
」
と
さ
れ
る
が
、『
縁
起
』
の
執
筆

も
そ
れ
に
近
い
現
象
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
30
）　

こ
れ
が
い
つ
の
時
点
で
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
補
記

の
意
味
合
い
で
、
後
に
成
立
す
る
『
縁
起
』
の
こ
と
を
書
き
留
め
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
別
に
作
成
し
て
い
た
も
の
と
し
て
話
を
進
め
て

お
き
た
い
。

︿
付
記
﹀
本
研
究
は
科
研
費
（
１
６
Ｋ
０
２
３
６
８
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


